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③
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
と
も
な
い

収
益
金
が
出
た
場
合
は
、
環
境
保

全
活
動
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
に

活
用
す
る

④
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
定
期
的

に
同
協
議
会
に
報
告
し
公
表
す
る

●
申
し
込
み　

４
月　

日�
ま
で

１５

に
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
首
都
推
進

課
へ 

※
応
募
用
紙
は
同
課
で
配
布
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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●
対
象
・
条
件　

市
内
に
店
舗
が

あ
り
、
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
を

実
施
す
る
こ
と
。 

①
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
の
持
参
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
今
年
６
月

　

日�
か
ら
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布

２５を
中
止
し（
有
料
化
）、レ
ジ
袋
の

削
減
を
推
進
す
る

②
来
年
３
月　

日�
ま
で
に
レ
ジ

３１

袋
の
辞
退
率
を　

％
以
上
に
す
る

５０

目
標
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
前
年

度
比
の
削
減
率
と
削
減
量
の
目
標

を
設
定
す
る

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
首
都
推
進
課
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対
象　

市
内
在
住
の
人

●
補
助
金
額　

平
成　

年
４
月
１

２０

日
購
入
分
か
ら
購
入
価
格（
消
費

税
含
む
）の
３
分
の
２
。
購
入
機

器
の
区
分
に
よ
り
、
補
助
限
度
額

を
定
め
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
式
生
ご
み
処
理
機 �

４
万

円乾
燥
式
生
ご
み
処
理
機�

３
万
５

０
０
０
円

た
い
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）�

７
０
０
０
円

●
そ
の
他

�
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

�
補
助
金
の
申
請
期
限
は
、
購
入

後
１
か
月
以
内
で
す
。

�
販
売
店
の
販
売
証
明
・
領
収
書

が
必
要
で
す
。（
証
明
用
紙
は
、
清

掃
事
業
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。）

�
申
請
方
法
は
、
販
売
店
ま
た
は

ご
み
減
量
推
進
室（
清
掃
事
業
所

内
）で
購
入
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

　

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
で
製
造
し
た
「
安
城
い
き
い
き

た
い
肥
」
総
量　

㌧（
受
け
取
り

１２０

数
量
１
世
帯　

㎏
以
下
）を
限
度

３００

に
募
集
し
ま
す
。

●
受
け
取
り
期
間　

５
月
１
日�

〜　

日�
（
日
曜
日
を
除
く
）

１７
●
受
け
取
り
方
法　

た
い
肥
を
直

接
積
み
込
め
る
４
㌧
以
下
の
ト
ラ

ッ
ク
ま
た
は
袋
を
持
参
し
て
、
せ

ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
へ

※
袋
持
参
の
場
合
、
ス
コ
ッ
プ
は

お
貸
し
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

　

当
せ
ん
者
に
は
支
給
決
定
通
知

と
受
取
票
を
４
月　

日�
ま
で
に

２８

送
付
し
ま
す（
当
せ
ん
し
な
か
っ

た
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
）。ま
た
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

４
月　

日�
ま
で

１６

に
①
住
所　

②
氏
名　

③
電
話
番

号　

④
希
望
数
量（
㎏
）　

⑤
た
い

肥
を
使
用
す
る
畑
な
ど
の
面
積
ま

た
は
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
個
数
を

郵
送
・
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（ikiiki@

c
ity.a

n
j

o
.a
ic
h
i.jp

）で
環
境
保
全
課（
清

掃
事
業
所
内
／
〒　

－

１
１
５
５

４４４

安
城
市
堀
内
町
西
新
田
２
番
地
）へ

※
た
い
肥
を
使
用
す
る
本
人
以
外

の
申
し
込
み
、
電
話
に
よ
る
応
募

は
不
可
。
申
込
書
は
同
課
に
あ
り

ま
す
が
、
①
〜
⑤
の
内
容
が
す
べ

て
記
載
し
て
あ
れ
ば
用
紙
は
問
い

ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
と
失
格
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

「
レ
ジ
袋
の
削
減
に
関
す
る
協
定
」

参
加
店
を
募
集

生
ご
み
処
理
機
・
た
い
肥
化
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

購
入
に
補
助

「
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」

受
け
取
り
希
望
者
を
募
集

■
「
安
城
市
分
別
ソ
ム
リ
エ
」
と
は
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●
と
き
／
と
こ
ろ
／
内
容　

左
表

の
通
り

●
対
象　
　

歳
以
上
の
市

１８

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
で
、
原
則
と
し
て
全
６

回
す
べ
て
参
加
で
き
る
人

●
定
員　
　

人
程
度

３０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
せ
ん
。

●
そ
の
他　

講
座
の
最
終

日
に
試
験
を
行
い
ま
す
。

合
格
者
は
、
市
分
別
ソ
ム

リ
エ
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
出
席
回

数
が
少
な
い
人
は
試
験
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

●
申
し
込
み　

４
月　

日
１８

�
ま
で（
必
着
）に
、
①
郵

便
番
号　

②
住
所　

③
氏

名（
ふ
り
が
な
）　

④
年
齢

⑤
電
話
番
号　

⑥
受
講
の

動
機　

⑦
職
業
な
ど
の
有
無（
あ

れ
ば
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
）　

⑧
ご
み
問
題
に
つ
い
て
日
ご
ろ
思

う
こ
と
を
は
が
き
に
記
入
し
、
環

境
首
都
推
進
課（
〒　

－

８
５
０

４４６

１
安
城
市
桜
町　

番　

号
）へ

１８

２３

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。
①
〜
⑦

は
必
ず
記
入
。
申
し
込
み
は
１
人

に
つ
き
、
は
が
き
１
枚
ま
で
。
申

し
込
み
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

広報あんじょう　2008.4.1�

●
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時

１３

１０

〜
正
午（
雨
天
中
止
）

●
と
こ
ろ　

ラ
フ
ー
ズ
コ
ア
三
河

安
城
店
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン●
内
容　

雑
が
み
の
分
別
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
「
分
別
ソ

ム
リ
エ
」
が
現
物
を
展
示
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

参
加
賞（
再
生
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
）を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
分
別
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
ご
み
減
量
推
進
室（
清
掃
事
業

所
内
／�
〈　

〉３
０
５
３
）へ

７６
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●
対
象　

次
の
対
象
地
域（
※
）で
、

専
用
住
宅
ま
た
は
居
宅
部
分
の
床

面
積
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
あ
る
併
用
住
宅
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人 

※
対
象
地
域 �

公
共
下
水
道
認
可

区
域（
当
該
年
度
内
に
認
可
が
見

込
ま
れ
る
区
域
を
含
む
）以
外
の

地
域
と
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

以
外
の
地
域

●
補
助
金
額

下
表
参
照

●
そ
の
他

�
浄
化
槽
を

設
置
し
て
か

ら
で
は
補
助

金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
工

事
前
に
補
助

金
申
請
の
手

続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
補
助
金
申

請
は
予
算
の

範
囲
内
で
先

着
順
（
４
月

１
日�
か
ら
。�
�
�
を
除
く
）

に
受
け
付
け
ま
す
。
補
助
対
象
地

域
、
人
槽
に
よ
る
受
け
付
け
枠
な

ど
、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
▼

清
掃
事
業
所

（�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

主な内容ところとき回

オリエンテーション市民会館講座室５月１０日�午後１
時３０分～３時３０分第１回

実践！分別講座市民会館講座室５月２４日�午後１
時３０分～４時第２回

ごみの受け入れ先見学市内ごみ処理施設
（現地集合）

６月６日�午後１
時３０分～４時第３回

再生工場見学リサイクル施設
（市役所西会館集合）

６月２３日�午後１
時３０分～４時第４回

話し方研修会・意見交
換会市民会館講座室７月５日�午後１

時３０分～４時第５回

分別ソムリエ認定試験市民会館講座室７月２６日�午後１
時３０分～３時３０分第６回

問い合わせ ▼エコネットあんじょう事務局（環境首都推進課内）

問
い
合
わ
せ
▼

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
事

務
局（
環
境
首
都
推
進
課
内
）

窒素燐除去型浄化槽窒素除去型浄化槽人　槽
５２万５０００円２５万５０００円５人槽
６９万円２８万５０００円６～７人槽
９６万円３４万５０００円８～１０人槽

１６６万５０００円６０万円１１人槽～

あ
な
た
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
せ
ん
か

分
別
ソ
ム
リ
エ
養
成
講
座

雑
が
み
分
別

イ
ベ
ン
ト

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
応
援

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
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■
拠
点
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト　

地

域
力
を
は
ぐ
く
む
健
康
と
学
び
の

拠
点

※
地
域
力
と
は
、
市
民
が
地
域
の

課
題
に
自
ら
取
り
組
む
力
。

■
整
備
方
針

①
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
の
拠
点

②
学
び
た
い
人
に
情
報
を
提
供
し
、

学
び
の
成
果
が
発
揮
で
き
、
市
民

の
多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点

■
整
備
す
る
施
設　

「
健
康
づ
く

り
支
援
施
設
」「
図
書
館
」
を
核
に

民
間
施
設
、
広
場
を
含
む
複
合
施

設
で
す
。

●
健
康
づ
く
り
支
援
施
設

　

生
活
習
慣

病
予
防
の
た

め
の
運
動
や

食
生
活
の
改

善
な
ど
健
康

づ
く
り
の
支

援
と
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
行

政
な
ど
が
連
携
し
て
地
域
で
子
ど

も
の
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能

�
相
談
で
き
る
機
会
の
充
実
と
健

康
に
関
す
る
知
識
を
情
報
発
信
す

る
拠
点

�
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
と
協
働
で
健
康
づ
く
り

②
健
康
増
進
機
能

�
健
診
結
果
に
基
づ
い
た
指
導
と

改
善
に
よ
っ
て
健
康
づ
く
り
を
支

援③
子
育
て
総
合
支
援
機
能

�
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の

集
約

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関

係
行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
子

育
て
を
総
合
的
に
支
援

●
図
書
館

　

図
書
館
は
、

幅
広
い
世
代

の
人
々
が
数

多
く
利
用
し

て
い
る
公
共

施
設
で
あ
り
、

利
用
者
が
増

え
続
け
て
い

ま
す
。

　

利
用
者
の
交
流
や
情
報
発
信
が

ま
ち
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
に
寄

与
す
る
よ
う
、
図
書
館
を
設
置
し

ま
す
。

①
資
料
提
供
サ
ー
ビ
ス

�
図
書
資
料
、
視
聴
覚
資
料
な
ど

の
充
実

②
自
己
啓
発
支
援
サ
ー
ビ
ス

�
ビ
ジ
ネ
ス
、
資
格
取
得
な
ど
の

自
己
啓
発
に
取
り
組
む
市
民
や
グ

ル
ー
プ
が
学
習
す
る
場
を
充
実

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
資
料

の
利
用
を
支
援

③
あ
ら
ゆ
る
人
の
読
書
を
支
援

�
高
齢
者
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
つ
市
民
、
在
住
外
国
人
の
利

便
性
向
上
を
図
る

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
・
育
成

を
支
援

●
民
間
施
設
、
広
場

　

民
間
施
設
は
、「
健
康
づ
く
り
支

援
施
設
」、「
図
書
館
」
な
ど
の
公

共
施
設
と
相
乗
効
果
の
発
揮
で
き

る
施
設
や
生
活
利
便
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
施
設
を
検
討
し
ま
す
。

　

広
場
は
交
流
広
場
と
し
て
、
ま

た
災
害
時
の
一
時
避
難
地
な
ど
と

し
て
の
利
用
も
検
討
し
ま
す
。

■
整
備
運
営
手
法　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど

の
民
間
活
力
の
導
入
お
よ
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
参
加
を
積
極
的

に
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車

や
あ
ん
く
る
バ
ス
な
ど
を
利
用
し

た
移
動
手
段
の
検
討
や
施
設
の
運

営
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
環
境
へ
の
負
荷
を
お
さ
え
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

■
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

市
制　
６０

周
年
の
平
成　

年
度
工
事
着
手
を

２４

目
標
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

基
本
構
想
は
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

フ
ル
リ
ン
打�

　
第
２
回
演
奏
会�

市
民
公
募
文
化
事
業�

�

問
い
合
わ
せ
▼

南
明
治
整
備
課
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●
と
き　

５
月　

日�
午
後

１７

１
時（
開
演
）

●
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

マ
ツ
バ
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

学
生
券（
小
学

生
〜
高
校
生
）�

　

円
、
一

８００

般
券（
大
学
生
〜
一
般
）�

１

２
０
０
円
、
ペ
ア
券（
学
生

 
＋ 
一
般
）�

１
８
０
０
円

プ
ラ
ス※

未
就
学
児
も
入
場
で
き
ま

す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委

員
会
事
務
局（
平
林
／�
　
０９０

〈
３
２
５
０
〉１
１
０
８
）

地
域
力
を
は
ぐ
く
む
健
康
と
学
び
の
拠
点

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
基
本
構
想
を
策
定

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
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�
�
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木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
、
２
階
建
て
以

下
の
在
来
の
木
造
軸
組
構
法
ま
た

は
、
伝
統
構
法
住
宅

※
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

な
ど
の
特
殊
構
法
を
除
く
。

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
所
有

者
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●
対
象
工
事　

一
般
型�

無
料
耐

震
診
断
の
結
果
が　

未
満（�
愛

１.０

知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
の
診
断

の
場
合
は　

点
未
満
）の
も
の
を

８０

判
定
値　

以
上（　

加
算
し
た
数

１.０

０.３

値
以
上
）と
す
る
耐
震
改
修
工
事

簡
易
型 �

無
料
耐
震
診
断
の
結
果

が　

未
満
の
も
の
を　

ポ
イ
ン
ト

１.０

０.１

以
上
判
定
値
を
上
げ
る
耐
震
改
修

工
事（
耐
震
上
有
効
な
も
の
に
限

る
）

●
補
助
金
額　

一
般
型�

　

万
円

６０

（
対
象
経
費
が　

万
円
を
下
回
る

６０

場
合
は
、
そ
の
金
額
）

簡
易
型�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
、

上
限　

万
円

３０

※
改
修
工
事
の
着
手
前
に
補
助
金

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
の
共
同

住
宅（
分
譲
の
み
）

●
補
助
内
容　

次
の
い
ず
れ
か
の

う
ち
一
番
低
い
額
を
補
助

�
実
際
の
耐
震
診
断
費
用
の
３
分

の
２
以
内

�
延
べ
面
積

に
よ
る
診
断

費
用
（
下
表

よ
り
算
定
）

の
３
分
の
２

以
内

�
１
住
戸
あ

た
り
の
限
度

広報あんじょう　2008.4.1�

１㎡あたりの
診断費用延べ面積

２０００円以内１０００㎡未満

１５００円以内１０００㎡以上
２０００㎡未満

１０００円以内２０００㎡以上

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

妊
産
婦
お
よ
び
乳
児（
満
１
歳
未

満
）

※
妊
婦
健
診
拡
大
７
回
分
と
産
婦

健
診
は
４
月
１
日
以
後
に
受
け
る

健
診
が
対
象
で
す
。

●
受
診
方
法
と
申
請
の
仕
方　

母

子
手
帳
交
付
時
に
お
渡
し
す
る
左

表
①
〜
④
の
受
診
票（
証
）と
申
請

書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
③
④�

医
療
機
関
窓
口
へ
受
診

票
を
提
出
し
、
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
県
外
・
助
産
院
で
①
③
④
を
使

用
す
る
と
き �
医
療
機
関
窓
口
で

健
診
料
を
支
払
い
、
健
診
結
果
報

告
書（
受
診
票
裏
面
）に
記
入
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
同
報

告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

②�

医
療
機
関
窓
口
で
健
診
料
を

支
払
い
、
受
診
証
に
必
要
事
項
の

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
県
外
、

助
産
院
で
の
受
診
も
同
様
で
す
。）

申
請
書
に
②
と
領
収
書
の
写
し
を

添
え
て
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
。

■
既
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
人
へ

�
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�
�
�
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問
い
合
わ
せ
▼

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６

受診時期
受診票（証）の種類と

交付枚数
健診の種類と
助成回数

受診票（証）交付日～
出産日前日　※使用
の順番は問いません。

①受診票第１・２回
②受診証第１回～１２回
計４枚

妊婦健康診査
１４回

出産後２か月以内
③受診票
１枚

産婦健康診査
１回

第１回�生後１か月
第２回�生後６～１０
か月

④受診票第１・２回
各１枚

乳児健康診査
２回

額
５
万
円

※
補
助
金
交
付
申
請
前
に
事
前
相

談
が
必
要
で
す
。

■
非
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

事
業

●
対
象　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
非
木
造
の
共
同

住
宅（
分
譲
の
み
）で
、
耐
震
診
断

の
結
果
、
地
震
に
対
し
て
「
安
全

な
構
造
」
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た

も
の

●
補
助
内
容　

大
規
模
共
同
住
宅

（
３
階
以
上
で
延
床
面
積
１
０
０

０
㎡
以
上
）�

実
際
の
耐
震
改
修

工
事
費
用（
１
㎡
あ
た
り
の
工
事

費
用
４
万
７
３
０
０
円
を
上
限
）

の　

％
の
３
分
の
２
以
内
で
、
住

２３
戸
１
戸
あ
た
り　

万
円
を
限
度

５０

小
規
模
共
同
住
宅（
大
規
模
共
同

住
宅
以
外
）�

実
際
の
耐
震
改
修

工
事
費
用（
１
㎡
あ
た
り
の
工
事

費
用
３
万
２
６
０
０
円
を
上
限
）

の　

％
の
３
分
の
２
以
内
で
、
住

２３
戸
１
戸
あ
た
り　

万
円
を
限
度

３０

※
補
助
金
交
付
申
請
前
に
事
業
計

画
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。問

い
合
わ
せ
▼
建
築
課

住
宅
の
耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修
費
の
一
部
を
補
助

妊
婦
健
診
７
回
・
産
婦
健
診
１
回
を

拡
大
助
成（
乳
児
健
診
は
現
行
ど
お
り
）



ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
を�

　
ご
利
用
く
だ
さ
い�

対象と思われる人で、まだ手当を受けていない人は、各担当窓口で相談のうえ、お早めに申請してください。
※所得制限があります。
※下記は３月１５日現在の内容です。今後、手当額などが変更される場合があります。

問い合わせ手当額（月額）対　　象手当名

子ども課

３歳未満 ▼１人あたり�１
万円　３歳以上 ▼１・２人
目�５０００円　３人目以降�
１万円

小学校修了前の児童を養育している人
※申請の翌月分から、支給資格の消滅した月分まで支給。

児童手当

社会福祉課

１人目�４万１７２０円
２人目�５０００円加算
３人目以降�１人増すごと
に３０００円加算
（所得により減額あり）

父のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年度の末日まで）の児
童および父のいない２０歳未満の中度・重度の心身障害児の母、また
は母にかわってその児童を養育している人
※父が重度の障害の場合も対象になります。

児童扶養
手当

市遺児手当�２５００円、県遺
児手当�４５００円（１～３年
目�４５００円・４～５年目�
２２５０円・６年目～支給停止）

父か母、または両親のいない１８歳以下（１８歳に達した日の属する年
度の末日まで）の児童を監護養育している人
※親の一方が重度の障害の場合も対象になります。

市・県
遺児手当

障害福祉課

１級�５万０７５０円
２級�３万３８００円

療育手帳Ａ・Ｂ判定の知的障害、または身体障害者手帳１・２・３
級と４級の一部の身体障害のある２０歳未満の児童を養育している人

特別児童
扶養手当

２万６４４０円
（県制度の加算あり）

２０歳以上で重度の障害があるため、日常生活で常に特別な介護を必
要とする人（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①身体障害２級（一部を除く）以上の障害が重複してある場合
②身体障害２級（一部を除く）以上の障害と知的障害ＩＱ２０以下の合
併の場合
③身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以
下で、ほかに３級相当の障害が２つ以上ある場合
④身体障害２級（一部を除く）以上の障害、または知的障害ＩＱ２０以
下か同程度の障害、病状があり、日常生活でほぼ全面介助を必要と
する場合
※施設入所者、長期入院は対象になりません。

特別
障害者
手当

１万４３８０円
（県制度の加算あり）

２０歳未満で重度の障害があるため、日常生活で常に介護が必要な児
童（障害の程度は次の①～④のいずれか）
①１級の身体障害児
②２級の身体障害児の一部（常に介護を必要とする場合）
③ＩＱ２０以下の知的障害児
④前記と同程度の障害、または病状で常に介護が必要な場合
※障害を事由とした年金受給者、施設入所者は対象になりません。

障害児
福祉手当

１・２級でＩＱ３５以下の人
�１万６１００円
そのほかの人�７０００円

１・２級の身体障害者、ＩＱ３５以下の知的障害者、３級の身体障害
者でＩＱ５０以下の人
※特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給者、介
護保険による療養型入院・施設入所者は対象になりません。

在宅重度
障害者
手当

障害の等級により２０００円～
６０００円

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を所持してい
る人

障害者
扶助料

●
対
象　

市
内
に
活
動
の
拠
点

を
置
く
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
対
価
を
得
る
活
動
な
ど
は
対

象
外
で
す
。

●
対
象
と
な
る
活
動

①
防
火
・
防
犯
・
防
災
・
清
掃

活
動
、
資
源
ご
み
回
収
、
交
通

安
全
活
動
、
町
内
会
運
動
会
、

盆
踊
り
な
ど　

②
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど　

③
子
ど
も

会
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の

指
導
育
成
活
動
、
非
行
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど　

④
社
会
福
祉

施
設
援
護
活
動
、
在
宅
老
人
・

心
身
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

な
ど　

⑤
市
主
催
事
業
の
公
民

館
講
座
・
ま
つ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
防
災
訓
練
な
ど

●
内
容　

①
賠
償
責
任
保
険

（
主
催
者
や
指
導
者
が
法
律
上

の
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合
）

▼
事
故
１
件
に
つ
き
最
高
５
億

円　

②
傷
害
保
険（
指
導
者
や

参
加
者
が
傷
害
を
受
け
た
場
合

で
脳
・
心
臓
病
疾
患
な
ど
を
除

く
）▼
死
亡�

　

万
円　

入
院

３００

�

１
日
２
０
０
０
円　

通
院�

１
日
１
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
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該当する人はお早めに申請を
児童・母子・障害者に関する手当の支給制度

おめでとう！田村響さん�
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●
実
施
日　

個
人�
５
月　

日�
２２

団
体�
５
月　

日�
・　

日�
、

２７

２９

６
月
４
日�
・
６
日�

●
見
学
施
設　

個
人�
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
、

北
部
調
理
場
、
桜
井
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
桜
井
小
学
校
、
丈
山
苑
な
ど

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
市
役
所
西
会
館
集
合
・
解
散
。

団
体�
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
す
。

●
定
員　

各　

人（
個
人
コ
ー
ス

２５

に
つ
い
て
は
申
し
込
み
が　

人
以

１０

下
の
場
合
は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費　

個
人�
　

円（
給
食

２１５

試
食
代
）の
ほ
か
施
設
入
場
料　

団
体�
見
学
施
設
な
ど
に
よ
っ
て

入
場
料
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み　

個
人�
４
月
７
日

�
〜　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５

１１

時　

分
に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広

１５
聴
係
へ（
先
着
順
）

団
体�
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
同
係

１１

（
〒　�
８
５
０
１
安
城
市
桜
町　

４４６

１８

�
　

）へ
２３※

希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
し
、
結
果
は
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

秘
書
課
広
報
広
聴
係

　

今
か
ら
五
年
ほ
ど
前
、
市
議

会
議
長
と
し
て
出
席
し
た
篠
目

中
学
校
開
校
二
十
周
年
の
記
念

式
典
で
、
彼
の
名
前
は
聞
い
て

い
た
。
不
世
出
の
天
才
で
、
将

来
必
ず
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
る
だ
ろ
う
と
、
校
長
先
生

ら
が
誇
ら
し
げ
に
お
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

　

月
日
が
流
れ
、
彼
の
名
前
を

忘
れ
か
け
て
い
た
昨
秋
、
新
聞

記
事
か
ら
記
憶
は
よ
み
が
え
っ

た
。『
若
手
演
奏
家
の
登
竜
門
ロ

ン
・
テ
ィ
ボ
ー
国
際
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部
門
最
終
選

考
会
が
パ
リ
で
開
か
れ
、
愛
知

県
安
城
市
出
身
の
田
村 
響 
さ
ん

ひ
び
き

（
二
〇
）が
優
勝
し
た
―
』
あ
れ
か

ら
五
年
間
、
日
々
練
習
と 
研 
さ
け
ん

ん
を
積
ま
れ
、
彼
は
つ
い
に
国

際
的
な
評
価
を
得
ら
れ
る
ま
で

に
成
長
さ
れ
た
の
だ
。

　

機
会
に
恵

ま
れ
、
受
賞

後
の
彼
の
ピ

ア
ノ
演
奏
を

拝
聴
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

ぜ
ひ
市
を
挙

げ
て
彼
の
受

賞
を
お
祝
い

申
し
上
げ
、

市
民
の
皆
さ

ん
に
も
彼
の

生
の
演
奏
を

お
聴
き
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら

れ
た
。

　

一
年
間
の
世
相
を
漢
字
で
表

す
と「
偽
」に
象
徴
さ
れ
る
情
け

な
い
時
代
で
あ
る
。
私
た
ち
大

人
は
、
未
来
を
担
う
若
者
た
ち

に
、
ど
ん
な
形
で
希
望
を
示
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
。
日
々
、

自
問
自
答
を
続
け

て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
一
つ
の
回
答

が
田
村
さ
ん
へ
の

市
民
栄
誉
賞
授
与

で
あ
り
、
故
郷
安

城
で
の
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
開
催
に

な
っ
た
。

　

今
年
の
五
月
三
日
に
彼
の
ピ

ア
ノ
演
奏
を
聴
き
た
い
方
々
の

数
は
、
我
々
の
予
想
を
は
る
か

に
上
回
り
、
抽
せ
ん
に
よ
る
入

場
制
限
を
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
心
苦
し

い
。
多
く
の
市
民
が
も
っ
と
聴

き
た
い
と
切
望
さ
れ
続
け
る
の

な
ら
、
私
た
ち
は
再
び
の
演
奏

会
を
、
彼
に
お
願
い
せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

彼
の
演
奏
が
故
郷
を
始
め
、

世
界
の
人
々
の
心
に
響
く
こ
と

を
願
う
。
お
め
で
と
う
、
田
村

響
さ
ん
。
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市
の
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

「
施
設
め
ぐ
り
」
参
加
者
募
集

写真提供写真提供：：社団法人全日本ピアノ指導社団法人全日本ピアノ指導
者会者会（ピティ（ピティナ）ナ）

１月８日：田村響さんが市長表敬１月８日：田村響さんが市長表敬


